
の

紫外線
劣化防止剤

配合

鉄製品

アルミ・ステンレス

トタン

木製品

★ご購入前に裏面の
　用途詳細をご確認ください

ボロボロ落ちるサビ
厚みのあるサビは
あらかじめ落としてください

1.61.6LL

乾燥時間(20℃)

塗装間隔(20℃)
1.5 4

8
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。いさだくみ読おず必、めたくだたいてっ使くし正を料塗 ： 項事意注

商品名 ： 油性鉄部用S Z01

特長

： 多量の水で充分に洗い、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
： 石けん水でよく洗い流し、痛みや皮膚に変化等があるときには、
 医師の診察を受けてください。
： 無理に吐き出させないで、すみやかに医師の診察を受けてください。
： 作業を中止し空気の清浄な場所で安静にしてください。

★目に入ったとき
★手や肌に付着したとき 

★誤って飲み込んだとき
★気分が悪くなったとき 

■救急処置

塗装方法／鉄部の場合（手袋を着用）

用具の手入れ方法
■使い終えたハケや用具は布（ウエス）、新聞紙などで
　拭き取り、すぐに容器に溜めたペイントうすめ液で充
　分洗い、陰干し後、ビニール袋に入れ保管します。
■使用済みの布（ウエス）、新聞紙などは必ず水でぬら
　してから捨ててください。

■保管上の注意

■塗装上の注意

一般色／非危険物（指定可燃物）
ぎん色・ぎん黒／第２石油類　危険等級Ⅲ　火気厳禁

品名・成分・乾燥時間・塗装間隔
品　 名：
成　 分：

乾燥時間：
塗装間隔：

合成樹脂塗料
合成樹脂（アクリル・シリコン）、顔料、
紫外線劣化防止剤（HALS）、
防サビ剤、有機溶剤
約1.5時間（20℃）、 約4時間（冬期）
塗り重ねる時は5 ）℃02（ 上以間時
冬期は8時間以上

用 途 ※表示の用途以外には
使用しないでください。

。いさだくみ読おず必、めたくだたいてっ使くし正を料塗 ： 意注の上い扱取

×塗れない素材・場所　■自動車、バイク、
高級家具、フローリング床、コンクリート床、
ビニールかべ紙 ■メッキ、真ちゅう、銅、ホ
ーロー、塩ビ鋼板 ■食器・玩具など口に触
れる危険性のある物■ストーブなど高温
部分 ■テーブル天面、荷重が掛かったり、
常に衣服が接したり、高温の物を置いたり
する椅子・棚　■油・灯油などの掛かる所 
■吸い込みのない木材（プリント合板・デコ
ラ板など化粧板） ■タイル、陶器、天然石 
■シリコン・フッ素・セラミックなど特殊加
工された素材 ■浴室内 ■常に水に浸か
る所（プール・池） 

●気温5℃以下、雨天、湿度の高い（85%以上）時、および風が強い日には塗らないでください。結露
する季節は早め（午後3時頃まで）に塗り終えてください。
●汚れても差し支えない服装で作業し、手袋や保護眼鏡などを着用してください。
●目立たないところで試し塗りし、色や仕上がり感を確認してください。
●つやのある旧塗膜はサンドペーパーで表面をあらし、清掃してください。
●有機溶剤が含まれていますので塗装作業中、乾燥中とも換気をよくして、充分に乾燥してください。
トイレ・洗面所は塗装後1日以上、水・湯気がかからないようにしてください。
●塗装面が濡れていたり湿っていると乾燥が遅れ、塗膜異常の原因となりますので、雨上がりや水洗い
した時は1日以上乾燥させてから塗ってください。また、充分に乾燥していない木部にも塗れません。
●塗った物を積み重ねないでください。また、荷重のかかる物を置く場所には塗らないでください。
●吸い込みのある面はつやが減少することがありますので、乾燥後、更に塗り重ねてください。
●「ぎん色」は乾燥後でもこするとアルミ粉が付着する事があります。
●新しいトタンは、塗料の付着が悪いので、半年ぐらい放置後、表面のギラギラがなくなってから、本品
を塗装します。
●新しいコンクリート・モルタル面に塗る場合は、施工後約1ヶ月以上経ってから、「油性シーラー」を下
塗りしてください。(シーラーは厚塗り厳禁)

●屋外の古いコンクリート・モルタル・サイディングに塗る時や、古い塗膜がある時は付着性向上のた
め、「油性シーラー」を塗ります。（吸い込み、劣化が少ない旧塗膜にはシーラーは不要です。）
●コンクリート面のひび割れなど雨水が入りやすい所は、後塗装可能な「屋外用パテ」などで埋めます。
●やむを得ず塗料を捨てる時は、新聞紙などに塗り広げ、乾かしてから一般ゴミとして処分するか、「残
塗料処理剤」を使用してください。
●一度に厚く塗らないでください。               ●ペイントうすめ液以外でうすめないでください。
●火気のあるところでは塗らないでください。　●塗装本来の目的以外には使用しないでください。
●取っ手にロープをかけての持ち運びは厳禁です。

●子供の手が届かない所に保管し、誤飲、誤食をしないよう注意してください。
●塗料はふたを完全にし、容器がさびやすい所、直射日光があたる場所を避けて冷暗所に保管してくだ
さい。（うすめた塗料は長期間保管できません。）
●火気の近くでの保管は厳禁です。

　大阪市中央区今橋2-6-14

■門扉、フェンス、物置などの鉄製
品およびトタン
■サッシ・カーポートなどのアルミ・
ステンレス製建材
■板べい、ドア、ガーデニング用品な
どの屋内外の木製品
■屋内外のかべ、ブロック塀などの
コンクリート

■高耐久アクリルシリコン樹脂と強力防サビ
剤の効果により最高クラスの高い防サビ
性と高い耐久性を実現したサビの上から
直接塗れる高性能鉄部用塗料です。
■強力防サビ剤が防錆効果を発揮し、
　サビ止めと上塗りが同時にできます。
■たれにくく塗りやすい速乾型塗料なので作
業性が抜群です。
■光沢と防錆力に優れた油性塗料です。

■はがれかけている古い塗
膜やボロボロ取れるような
サビ・厚みのあるサビは皮ス
キ、ワイヤーブラシ、サンドペ
ーパーでよく落とします。
■油汚れはペイントうすめ
液を含ませた布(ウエス)で
拭き、塗る面のゴミは布やダ
スターバケで掃除します。

■塗らない部分や境目は、
マスキングテープ、ポリマス
カーまたは新聞紙でカバー
します。
■高い所を塗るときは塗料
が飛び散ることがあるので、
事前に周辺にある車などを
移動しておきます。

■開缶前に缶を逆さにして
揺すり､マイナスドライバー
や缶オープナーで開け､底
の隅 ま々で充分にかき混ぜ
ます。
■塗料の粘度が高く、塗り
にくい時は、ペイントうすめ
液で少しうすめます。（5％以
内）

■小バケで隅など塗りにく
い所から先に塗り、その後、
平バケやローラーを使って
全面に塗ります。

1.下地調整

2.マスキング

3.かくはん

4.塗装

☆商品パッケージ記載内容は、商品サイズ、パッケージ制作年月によって多少異なりますのでご注意ください



●鉄製品　●トタン
●アルミ　●ステンレス
●木製品

●鉄製品　●トタン
●アルミ　●ステンレス
●木製品

★ご購入前に裏面の
　用途詳細をご確認ください
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塗装上の注意／●有機溶剤が含まれているので､塗装中､乾燥
中ともに換気をよくしてください｡●人、物、観賞魚、ペット類、食
品等にかからないようにしてください｡●気温５℃以下の時や､
雨天､湿度の高い時（85%以上）および風の強い時は、塗らな
いでください。●汚れても差し支えない服装で作業してください。
●作業中は手袋､マスク､保護眼鏡などを着用してください｡●
塗料はだ円形に噴射されます｡噴出口を回転させ、噴射の状
態、スプレーを動かす速さ、仕上がり感など事前に試してくだ
さい｡●旧塗膜がある場合は、塗料中の溶剤が塗装面をおか
す恐れがありますので、試し吹きを行って相性を確認の上、塗
装を行ってください。●やむを得ず塗料を捨てるときは､火気の
ない屋外で､新聞紙などに塗り広げて､完全に乾かしてから一
般ゴミとして捨ててください。●人体や塗装目的以外には使用
しないでください｡●火気のある所では塗らないでください。 
保管上の注意／●子供の手が届かない所に保管し､誤飲・誤
食をしないよう注意してください。●残った塗料はふたをし､破
裂防止のため湿度が高い、容器がさびやすい所や直射日光
を避け、温度の高くなる自動車内、暖房器具付近には置かな
いでください｡●正立保管してください｡
救急処置／●目に入った場合は、直ちに多量の水で洗い、でき
るだけ早く医師の診断を受けてください。●蒸気、ガス等を吸
い込んで気分が悪くなった場合は、空気の清浄な場所で安静
にし、必要に応じて医師の診断を受けてください。●皮膚に付
着した場合は多量の石鹸水で洗い流し、痛み又は外観に
変化がある時は、医師の診断を受けてください。

品      名：合成樹脂塗料
成　　分：合成樹脂（アクリル・シリコン）､顔料、有機溶剤
塗装間隔：塗り重ねる時は2時間以上（20℃）、冬期は6時間以上  

1.下地調整 ■はがれかけている古い塗膜やボロボロ取れ
るようなサビ・厚みのあるサビは皮スキ、ワイヤーブラシ、サ
ンドペーパーでよく落とします。塗る面のゴミ･泥･油分･さび
･ヤニ・かびなど汚れを取り､きれいに清掃してください｡
2.マスキング ■塗らない部分や境目は､マスキングテープ､
新聞紙などでカバーします｡スプレー塗装は広範囲に飛び
散るので注意してください。
3.塗装 ■塗料を吹きつけるときは容器を充分に振り、塗る
面と噴出口との間は､15～30cmの間隔をとってください｡
■噴射の状態、スプレーを動かす速さ、下地への影響、乾
燥性、密着性などの確認のため、目立たない所であらかじ
め試し塗りを行ってください。■一度に厚塗りするとタレる
ことがありますので､塗る面と平行に移動しながら､ややう
すめにまんべんなく２～３回くらい塗り重ねてください

第2石油類 135ml  危険等級　・火気厳禁・合成樹脂エナメル塗料

ラッカーうすめ液で洗ってください。

塗装方法

取扱い上の注意
高圧ガスを使用した可燃性の製品であ
り､危険なため､下記の注意を守ること。
①炎や火気の近くで使用しないこと。
②火気を使用している室内で大量に使
用しないこと。③高温にすると破裂の危
険があるため、直射日光の当たる所や
火気等の近くなど温度が40度以上と
なる所に置かないこと。④火の中に入
れないこと。⑤使い切って捨てること。

火気と高温に注意

高圧ガス： DME

■門扉、フェンス、物置などの鉄部、トタン
■サッシ、エクステリア建材などのアルミ・ステンレス
■クロムメッキ、亜鉛メッキ（溶融亜鉛メッキを除く）、ブリキ、
真ちゅう、銅などの各種非鉄金属には、「非鉄金属用密着
スプレー」を塗装してから本品を上塗りしてください。
■屋内外の木部にも塗装できます。
×塗れない素材・場所　■自動車、バイク、高級家具、床
面 ■ストーブなど高温部分 ■油・灯油などの掛かる所 ■
吸い込みのない木材（プリント合板・デコラ板など） ■テー
ブル天面、荷重が掛かったり、常に衣服が接したり、高温
の物を置いたりする椅子・棚 ■シリコン・フッ素・セラミック
など特殊加工された素材 ■浴室内 ■常に水に浸かる所

■高耐久アクリルシリコン樹脂と特殊防サビ剤の効果によ
り最高クラスの高い防サビ性と高い耐久性を実現したサビ
の上から直接塗れる高性能鉄部用塗料です。
■特殊防サビ剤が防錆効果を発揮し、サビ止めと上塗りが
同時にできます。

商品名：油性鉄部用Sスプレー Z01
有料

品名・成分・塗装間隔

特 長用 途

キャップ・フィルム：プラスチック（PP）
ボタン：プラスチック（PE）
容器：スチール

●極めて可燃性／引火性の高いエアゾール●吸入すると有害
●皮膚刺激●強い目刺激●アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ
●発がんのおそれの疑い●（生殖能、胎児）への悪影響のおそれ
●臓器の障害●眠気やめまいのおそれ●水生生物に毒性
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ガス抜きキャップ使用方法（廃棄時）
●廃棄時のみ、必ず中身を使い切ってからガス抜きを行ってください。●使
い切り作業・ガス抜き作業ともに火気の無い屋外で作業を行ってください。
●中身が飛び散る場合がありますので、汚れても差し支えの無い所・服装
で作業を行ってください。●廃棄の際は、各自治体の指導に従ってください。

☆商品パッケージ記載内容は、パッケージ制作年月によって多少異なりますのでご注意ください
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